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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場

・青風荘　間山氏から7/28（土）公益財団法人こころすこやか財団主催のすこやか祭りでポケネットを使用したいため、7/26（木）13時に借りにくるとのこと。

・医療福祉学会　演題募集について
抄録締め切り：9/15（土）
※締切以降の編集は出来ない為、注意すること。保存時には、各自でバックアップも保存しておくこと。
※抄録の結果、考察の記載については、当日発表ではなく、内容を記載すること。書式等、詳細については、添付資料を参照すること。
・青仁会まつりについて
9/28(土)10：30～15：00で開催。雨天決行となる。
【研修案内】
・看護グループ内研修　7/23（月）17:15～17:45　場所：メンタル病棟3階会議室

テーマ：｢緊急対応｣　講師：高橋SGM

[外部研修]

・高齢者疾患のトータルケアについて考える会
7/24（火）18：45～　場所：八戸パークホテル　地階　マグノリア
・リカバリー全国フォーラム2018

9/16（日）9：30～17：40・9/17（月）9：00～16：40　参加費10,000円

場所：帝京平成大学池袋キャンパス本館

【各種締切】
・8月　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

・8/2　7月月報

・8/10 7月経過記録

＜青明舎利用者様情報＞

・川口　八寿子様～7/17来所している。白山台メンタルクリニックに行く前に寄ったとのこと。以前東京旅行に行った際に、3kg太ったとのことだが、現状元に戻ったと話している。また、6月末ころ膝痛があったが、整形外科を受診して異常なしと言われたと話している。

・高柳　和子　様～7/18定期訪問実施。体調に関しては、リスパダールを服用することがあり、数が少なくなってきている為次回受診時に処方してもらう予定と話している。また、歯科受診をしなければいけないが、金銭的な不安から行けないと話している。その他、食事に偏りがある等の問題がある為、自身の体調に気を配り、無理せずがら対処していくよう促している。
・盛　雅輝　様　～7/18来所している。主治医からデイケアの利用を勧められて驚いたと話しており、デイケアに関しては、コミュニケーションの訓練が行えるか分からない、必要がないと思っていると話していたとのこと。後々仕事を希望しているが、仕事は「ラシ配りのようなものであれば、他者と交流しなくても良いからやれるのではないか。」ということや、「ランニングを3ヶ月間続けれれば、自信がついて仕事やって行けるんじゃないかと思う」ということを話している。今後の仕事やデイケアについては、しっかりと相談しながら行っていくよう促している。
・福井　彩　様　～7/19来所している。近況報告をしており、7/20八戸赤十字病院を受診し、結果は後日になるとのこと。病院受診は夫様に送迎してもらっている様子。家から出歩くことは少ないとのことだが、出歩く際には暑さに注意するよう伝えている。
・船場　幸子　様～7/19来所している。デイケアでエアロビクスを休んでいると話しており、腰や膝を曲げ伸ばしする際に痛みがあると話している。
・我満　奈津紀様～7/21定期訪問実施。スタッフが訪問するのを忘れていたようで、自宅には交際相手が眠っている状況。仕事について、役に立たないと言われたと話しており、今後は店長からの連絡を待って仕事に行く予定とのこと。来るなと言われるまでは行くと話す為、相談しながら考えて行動するよう促している。服薬については、八戸赤十字病院の処方薬を飲み忘れることがあるとのことで、気が付いた時に服用していると話している。7/21夜間架電があり、夜八戸の街中に娘様と行った際に、娘様と言い争いになったとのこと。お互い大変な状態ではある為、しっかりと相談しながら対処するよう促している。
・浅坂　政美　様～7/22定期訪問実施。食事や掃除、金銭管理は問題なく行えており、以前見られていた嗜好品を買い過ぎることも少なくなっている。
＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路　智恵子様～デイケア利用者から仕事のことを聞いたと話しており、仕事をやりたいと希望している。本当にやりたいのであれば、特定相談員や主治医に相談するよう促している。また、同居人の冨田紀子様から、砂糖を使い過ぎている等の不満を言われることがあると話している。
・冨田　紀子　様～最近他者を非難するような発言が目立ってきている。本人から訴えはないが、同居人からの報告がある状況とのこと。
・古舘　ヨリ　様～7/24鹿内眼科医院にて3度目の検査を行う予定。また、八戸赤十字病院糖代謝科から処方されている朝食後薬の一部を失くしたとのことで、今後の対処について同院に確認して行くこととしている。現在服薬ボードで服薬を管理しているが、7/29からの分をぐちゃぐちゃに入れていることがあったとのこと。体調不良は特にないと話している。
・豊川　明男　様～デイケアを休みがちとなっている。理由は持論を話しており、世話人から強く指導しているとのこと。
・関　秀治　様　～新しいグループホームへ引越ししているが、自分から何でも行おうとする等の積極的な様子や気分の高さが見られているとのこと。また、生活習慣が乱れており、食べた後の袋等、不必要な物を溜め込んでいる様子があり、必要ないなら捨てるよう声を掛けるが捨てることは無いとのこと。デイケア来所時にも言動に注意していくこととしている。
・番沢　政勝　様～引越しを完了している。大きな体調の変化や問題は見られていない。

・若松　邦生　様～引越し完了しているが、気分の高さが見られている。本人は薬のせいだと話しているが、引越し前日に徹夜で勉強することや、予定金額より高額な自転車を購入することがあるとのこと。仕事には行っていると話している。
・村上　元道　様～7/17母様のケア会議を実施しているが、本人が主となって支援していくことは難しいことを関係機関に伝えている。引越しに関しては、自分本位にルールを決めようとしている為、介入しているとのこと。
・田名部　浩平様～就労継続支援B型事業所「ココロード」の契約を行っている。今後ケア会議を行う予定で、デイケアからも参加予定としている。
・大下　伸治　様～目の不調を訴え病院受診をしているが、乱視で視力が0.1になっていると言われたとのこと。受診後眼鏡を掛けて過ごしており、特に問題はないと話している。
・繁名　和恵　様～最近、精神症状に左右されているような言動が目立っており、暑くても部屋を閉め切って布団をかぶっていることや、体臭が目立つなどの生活面への影響が見られているとのこと。頓服薬服用については、勧めると服用するが、時間を守らずに服用しようする状況。6/6受診時にオランザピンを減薬しており、以後病状に変化が生じている為、主治医に報告し処方薬の調整を行っているが、大きな変化は無い。舌の不随意運動や、声掛けへの反応の薄さがあり、病状が悪化していると予測される状況が目立っている為、デイケアでの様子に注意しつつ、関係機関と情報共有しながら病状の安定を図っていく。
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～来所後空包は全て揃っており、昼食後薬も忘れずに持参している。表情穏やかに他利利用者と交流し、活発に発言しながら過ごしている。
・繁名　和恵　様～表情の冴えなさや空笑が目立っている。体調を確認するが、何も返答しない。日課やプログラムには普段通り参加しているが、上記様子は変わらず見られている。
・上野　千奈津様～表情は穏やかだが、体温35.6℃で、体温が低く「調子が悪い。」と話す。首から上は熱いが、腕は寒いとのこと。現在親戚宅へ泊っており、気疲れから睡眠不足もあると話す為、静養室で休んでいる。その後は症状軽減したとのことだが、テーブルに伏して過ごすことが多い。
・下口　政子　様～担当スタッフと面談を実施。就床前薬を飲み忘れ、翌日の朝食後薬と一緒に服用することが数回あったと言う。睡眠薬を朝に服用することの弊害を伝え、主治医面談時に相談するよう促すと「怒られるから、言いたくないなぁ。」と話している。
・前田　誠子　様～病院SWより情報提供がある。当院通院中で、統合失調症の27歳の方。現在母様と同居しているが、母様と喧嘩をし暴力をふるうことがあり、本人の子供の前でも同様の様子であるとのことで、警察や児童相談所が介入している状況。今後母様と距離を距離を取ることや、日中活動の場の確保が課題として挙がっており、デイケアの利用が検討されているとのこと。見学や体験利用の日程は未定とのことで、決まり次第連絡を頂くこととしている。
・盛　雅輝　様　～病院看護師より情報提供があり、デイケアの正式利用を希望しているとのことで、デイケアにて今後の利用日程の確認を行っている。利用目的については、人に慣れることと、後々仕事を目指したい為日中の活動に慣れていきたいと話しており、就労支援プログラムへの参加を希望。利用日については迷っており、すぐに決めれないとのことだが、母様からどうするのかしつこく言われて嫌になる為、早めに正式利用を開始したいとのこと。本人と相談し、7/25水曜日に朝から体験利用を行い、1日体験した後に、今後の正式利用開始日を検討することとしている。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、外に行くなどの行動化はないが、新人スタッフに外出希望を話すことや、暑くてもタオルケットを被りながらベットで横になることがあるが、介入には拒否なく応じているとのこと。また、今朝は表情の硬さはないが、眼光の鋭さがあったとのこと。デイナイトケア来所後は、プログラムに参加しているが、トイレに行くことや、プログラム中の立ち歩きは変わらず見られている。外出要求や不調不満を訴えることは無い。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、土曜日に物盗られ発言が聞かれていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、特定利用者様（鈴木真知子様）を見ていることが目立つが、何か行動することや、不満を訴えることは無い。
ナイトケア
・高阪　博英　様～7/20 18：30頃架電あり、17日予定であった三沢市立病院歯科外来を受診、胸の痛みあり、病院スタッフに相談している。19日の消化器内科の定期受診日にデータが見れるよう諸検査（血液検査、心電図、レントゲン撮影、CT検査等）をすすめられ施行。19日の診察時に諸検査のデータが思わしくなく、循環器内科紹介され、狭心症との診断を受けている。即日入院となり、精査、点滴等開始、ベット上にて安静にするよう指示はあるが、病室のトイレまでは歩行可能であるとのこと。次回30日諸検査予定以外は、治療方針等目途は未定となっており、日程に目途がついた際には、連絡が欲しいことを伝え電話を終了している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（繁名　和恵様）　
実施日：H30年7月23日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当： 紫葉　夏海
検討内容　計画・目標の評価

	氏名
	繁名　和恵
	性別
	女
	年齢
	53
	生年月日
	S39年1月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	慢性腎炎

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人関係技能の向上

作業遂行能力の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	現在の生活を維持する

	家族希望
	現在の生活を維持する

	入院歴
	計5回（最終：平成17年9月～平成18年4月）

	通所歴
	1回目

今回：平成19年4月2日～現在　　（週4回/月・火・水・金）

	その他サービス利用
	訪問看護：隔週木曜日

	住居：グループホームあおぞら
	家族構成：両親ともに他界。市内に住んでいる二姉（君枝様）が保護者である。三姉も同じく統合失調症を患い入退院を繰り返している。
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	生活保護受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理を行うことが出来る。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	身体的不調か精神的不調か不調を感じる所を具体的に聞き、不調を的確に表現出来るように関わっていく。

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	安定した生活リズムを保ち、デイケアを休まず利用できるよう自己管理が出来るように関わっていく。スタッフは生活状況を確認し、自分で体調管理を行えるように一緒に考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	・不調がある際に、静養室の利用希望を伝えることは可能であるが、具体的な不調を自ら話す事は出来ていない。スタッフからどのような不調があるか尋ねると、堪えることは出来ている。

・幻聴の影響から空笑が目立つことや何かを払うような行動等が見られている。

・スタッフや世話人に相談の下、頓服薬を服用することが出来ている。本人様のみでの判断は出来ていない。
	服薬調整が入ったあたりから、病状が悪化したと考えられる。また、グループホーム内でのトラブルも関係しているのではないかと考えられる。そのため、今後も目標計画を継続し、スタッフから声を掛けながら不安やストレスの有無を確認し、問題の解消ができるように介入していく。

	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	・私用の休みもあったが、幻聴の影響から身体不調を訴え、デイケアを休む事がある。

・4月70.6％、5月88.9％、6月64.7％と先月からデイケアの出席率が低下している。

・睡眠状況に関しては、不眠の訴えなく、良く眠れているとのこと。


	　現在、幻聴の影響でデイケアを欠席する事があるため、外来に情報提供を行い、服薬調整やその他の対処を行ってもらうことが最優先と考える。ADLやIADL面に大きな影響が出ないよう、今後も目標計画を継続し、スタッフから声を掛けながら不安や困った事の有無を確認し、問題の解消ができるように介入していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理を行うことが出来る。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	身体的不調か精神的不調か不調を感じる所を具体的に聞き、不調を的確に表現出来るように関わっていく。

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	安定した生活リズムを保ち、デイケアを休まず利用できるよう自己管理が出来るように関わっていく。スタッフは生活状況を確認し、自分で体調管理を行えるように一緒に考えていく。


